
表：国・都の交付金で東村山市が行う事業一覧（一部抜粋） 

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

大
量
検
査
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
今
、
検
査
件
数
を
拡
大

す
る
こ
と
を
更
に
要
求
し
て
い

き
ま
す
。 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
失
業
や
大
幅
な

減
収
し
て
い
る
市
民
の
自
立
支

援
事
業
や
住
居
確
保
給
付
金

な
ど
も
、
国
の
予
算
増
額
に
伴

い
増
額
さ
れ
て
い
ま
す
。 

市
民
へ
の
情
報
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
公
開
・
提
供
を 

 

 

 

事業名 事業の内容 

生活困窮者自立支援事業 
コロナの影響による失業・減収などの相

談増に対応 

住居確保給付金 
コロナの影響拡大により、求職要件を緩

和するなど対象の拡大 

ひとり親世帯臨時特別給付金 

・基本給付：児童扶養手当受給世帯に 1

世帯 5 万円、第 2 子以降一人につき 3

万円支給。※申請不用 

・追加給付：上記のうち、収入が大きく減

少した世帯に 1 世帯 5 万円給付。※要

申請 

PCR検査センター設置準備 
ＰＣＲセンター設置に向けてマスク・防護

服などの医療用衛生用品の購入 

東村山企業・農業者応援金 

コロナの影響により減収していながら国

の持続化給付金の対象とならない前年

比２０～５０%の減収となった農業者及び

中小事業者に最大 20万円給付 

小口事業資金融資制度 

コロナの影響により減収となった事業者

への緊急対策特別資金の利子・保証料

の補てん 

渡辺 みのる  

070-2177-7629 

                

山口 みよ              

080-5499-3184 

      

さとう 直子  

090-3521-0032 

      

                 

浅見 みどり                

080-3086-2422  

                  

山田 たか子               

090-5824-7597 

コロナに関する 

アンケートは 

コチラから  → 
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共産党が提案した 
「子どもの歯の矯正治療に保険適用を求

める意見書」が可決！ 

党市議団の要望が一部反映された補正予算 

東
村
山
市
議
会
６
月
定
例
会
最
終
日
、
国
（
３
億
８
５
８
６
万
円
）
と
東
京
都
（
３
億
４
３
７
０
万
円
）

の
交
付
金
を
受
け
て
、
21

億
７
千
万
円
余
り
の
第
２
次
補
正
予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
こ
れ

ま
で
の
要
望
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ

ン
タ
ー
の
設
置
、
中
小
企
業
や

福
祉
施
設
（
介
護
、
障
害
者
、
保

育
所
等
）
へ
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
る
減
収
補
て
ん
、
小
中
学
校

で
の
20

人
程
度
の
少
人
数
学

級
の
た
め
の
教
室
の
整
備
と
そ

れ
に
伴
う
教
員
の
増
員
、
生
活

困
窮
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

求
め
て
き
ま
し
た
。  

第
２
次
補
正
予
算
で
は
、
初

め
て
市
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
の

事
業
と
し
て
「
東
村
山
企
業
応

援
金
」
と
「
東
村
山
農
業
者
応

援
金
」
（
収
入
減

20

～
50

％

未
満
の
事
業
者
、
い
ず
れ
も
給

付
上
限

20

万
円
）
の
制
度
が

で
き
ま
し
た
。 

党
市
議
団
が
強
く
求
め
て
い

た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
つ
い
て
も
、
清
瀬
市
と
共
同

設
置
に
む
け
て
協
議
を
進
め
て

お
り
、
設
置
し
た
場
合
に
必
要

と
な
る
検
査
従
事
者
用
の
防
護

服
や
マ
ス
ク
な
ど
の
購
入
費
も

Ｐ
Ｃ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
設
置
へ 

清
瀬
市
と
の
協
議
す
す
む 

し
か
し
、
武
蔵
村
山
を
は
じ

め
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
４
月

28

日
以
降
に
出
生
し
た
子
ど

も
へ
の
特
別
定
額
給
付
金

10

万
円
の
支
給
や
就
学
援
助
の
給

食
費
３
月
分
の
支
給
を
は
じ

め
、
子
育
て
世
帯
へ
の
独
自
給

付
等
の
支
援
等
は
行
わ
ず
、
住

民
税
に
つ
い
て
も
納
付
の
猶
予

に
と
ど
ま
り
、
減
免
、
免
除
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
真
に
市
民
生

活
に
寄
り
添
う
施
策
が
行
わ
れ

て
い
な
い
実
態
も
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
市
民
や
事
業
者
か
ら

は
「
市
か
ら
く
る
情
報
が
遅
す

ぎ
る
」
と
い
う
意
見
も
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

党
市
議
団
は
こ
れ
か
ら
も
市

民
や
事
業
者
の
み
な
さ
ん
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
市
民
の
い
の
ち

と
く
ら
し
を
守
る
対
策
と
と
も

に
、
迅
速
な
情
報
の
公
開
と
提

供
を
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
き

ま
す
。 

 
 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
を
受
け
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
電

話
、
訪
問
を
通
じ
て
状
況
を
伺

っ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
み
な

さ
ん
の
要
望
は
、
市
議
団
と
し

て
の
要
望
や
議
会
で
の
質
問
に

活
か
し
て
き
ま
し
た
。 

 
 

感
染
拡
大
が
収
ま
ら
な
い
状

況
の
中
で
、
み
な
さ
ん
が
抱
え

みんなで声をあげよう！ 

● ＰＣＲ検査センターを市内への設置。 

● 市として、コロナによる失業者の雇用と失業者を積極的 

に雇用している企業への支援 

● 東村山中小企業、農業者への応援金事業の拡大と、対

象外となる事業への独自支援 

● 介護、障がい者、医療を含めた市内事業者に対して、事 

  業継続ができるよう、減収分に対する補償をすること。 

● 児童虐待やＤＶ対策として職員体制を拡充し、家庭状 

  況の把握や、支援を強化すること。 

● 幼稚園、保育園、児童クラブ、放課後デイサービス、預 

  かり保育など職員の配置基準を増やして、少人数クラス 

  で運営ができるようにすること。 

● ひとり親家庭への独自支援 

● 20人程度の少人数学級。市独自で教員増員 

● 福祉的相談を拡充するための職員の増員とスペースの

確保 

● コロナ禍の中での災害に備えて、避難所対策 

７月７日に市議団が要望した項目（要旨） 

て
い
る
不
安
や
疑
問
は
、
声
を

あ
げ
る
こ
と
で
変
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

 
 

党
市
議
団
は
、
コ
ロ
ナ
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

く
ら
し
や
営
業
を
守
る
、
本

当
に
必
要
な
支
援
を
実
施
さ
せ

る
た
め
に
、
ご
一
緒
に
声
を
あ

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

私たちが本当に 
必要な支援を 

ご相談お待ちしています！ 


